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５月に開催されたpartⅠから３回シリーズで、リアリティショックの軽減、社会人基礎力向上や自己課題の明
確化などをねらいとした研修の最終回が無事終了しました。今年度は「新人看護師19人全員で2年目を迎えよ
う」をスローガンに、目標達成に向かって新人看護師はもちろん、教育担当者も切磋琢磨して来ました。
今回の研修では、新人看護師1人１人の自信に満ちた発表を聞いていて、入職時の様子や、夜勤一要員に向けたシ
ミュレーション、失敗し落ち込みながらも乗り越えて来た姿が走馬燈のように蘇り、皆さんの成長に感動を覚え
ました。入職時に撮影した同じ場所で、19人全員で最終回の記念撮影が出来た事は本当に素晴らしい事だと思い
ますし、これからも、同期というかけがえのない仲間を大切にして欲しいと思います。
新人看護師にとって専門職・社会人としてのスタートを切り想像以上に大変な１年だったと思います。それと

同じくらい、実地指導者をはじめ新人教育に携わったスタッフ全員も皆さんの成長のために悩みながらも奮闘し
ました。次年度も、専門職として、「気くばり・目くばり・心くばり」のできる社会人としても、感謝の気持ち
や笑顔・挨拶を忘れず、私たちと共に成長し続けて欲しいです。研修担当者

企画運営に参加
し、準備段階で幾
度か話し合いを重
ね、とても考えて
企画されているこ

とを感しました。またこの経験は、
社会人としての規律や接遇マナー
を発揮する場でもあると感じまし
た。１つの事をやり遂げるまでの
過程を体験し、無事に研修を終え
た時、達成感を得る事が出来まし
た。これまでは受けるだけであっ
た研修の準備段階を体験する事で、
自身の研修参加への姿勢について
も考えるきっかけになりました。

この１年間社会
人という新たなス
ターをきり、看護
の楽しさや大変さ

を知りました。また、研修を通
して、新人同士互いに励まし合
いながら、様々な葛藤や困難を
乗り越えてここまでこれた事を
実感しました。支えてくれた多
くの方への感謝の気持ちを忘れ
ずに看護師として成長する事が
恩返しだと思い、目指す看護師
像に向けてロードマップを掲げ、
2年目はさらに成長していきた
いと改めて決意しました。

初めて研修
の企画運営に
参加させて頂
きました。
当初は意見が出ずに行き詰
まる事もありましたが、話
し合いを重ねる内に徐々に
方向性が見えてきました。
この経験で、研修準備には
多くの方の協力が必要不可
欠であり、事前準備をしっ
かり行う事でよりよい研修
に繋がる事を学びました。
この学びを新人全体で共有
し今後の研修にも繋げてい
きたいと思います。

研修を終えて

みんな良い表
情しています
ね(*^o^*)

★ 研修企画担当者代表の声

企画運営に参加して

担当主任と共に初
めて企画・運営に
携わり、多くの学
びがありました！

１年間の成
長報告と
ロードマッ
プを発表し
ました！

★新人看護師代表者の声


